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立てを見いだそうという企てが含まれ て い る.それ故
に,こ の研究計画は単に基礎科学 としての生物学の範ち







強 く打ち出されている.た とえ,当 面,ナ ンキョクオキ
アミと一部の魚類が漁獲の対象になるだけであっても,
それらの餌料 となる生物,餌 料を奪い合 う競合者,捕 食
者及びすべての生物を取 り巻 く環境の研究が必要だ と考
えられている.
しかし,南極海の生態系を見た場合,ナ ンキョクオキ






ジェクトの研究課題とな り得 る項 目を列記する.
A南 極海海洋生態系の環境の研究






1.植 物プランク トン及び第1次 生産の海域別分布
と季節消長2.浮 氷域 ・定着氷縁における第1次生産
3,微 小べん毛藻類を中心 とした微小藻類 とその第1
次生産における意義4.第1次 生産者 と第2次 生産者
との相互関係5.植 物プランクトンの生長 ・増殖
Cナ ンキョクオキアミの生物学 ・生態学的研究
L現 存量の測定2.群 集団の解析3.成 長に
関する研究4.系 群の検出と解析5.摂 餌生態の実











1.底 生生物相の分布 とその現存量2,底 生生物

























船 名 担当機関 行 動海 域 研 究 項 目





オキア 海洋水産 マ リ ー バ ー ド XBTに よる海
ミ調査 資源開発 ラ ン ド,ロ ス 洋観測
船 セ ン タ ー 海東側 B1.
D1.1
F1.




















港,生 鮮食料品や燃料等を補給 し一路 南 極 へ と向 っ















































初の2階 建の夏期隊員宿舎の第一期工事 も無 事 終 了 し
た.
















気 ・雪氷 ・海洋の相互作用,極 域大気循環とい う3つの
研究課題が設定されている.
シンポジウムは,雪 氷(座 長:若 浜教授一北大),境









南極雪氷研究計画)に 関して そ れ ぞ れ田中教授(東 北
大).小野教授(名古屋大),川口助教授(極地研),東教
授(北 大)か ら話題提供がなされた.将 来計画にっいて
は座長(楠 研究主幹)の もとで活発な議論がなされ,盛
況のうちに2日 間のシンポジウムを終了した,
プ ロ グ ラ ム
1雪 氷
1.み ずほ高原における雪氷学的研究の成果の概要




























中島暢太郎,井 上治郎(京 大 ・防災研)
12.南半球の気温変動













岩井邦中(信 州大 ・教育)伊藤朋之(気 象研)
小野 晃(名 大 ・水圏研)
16.対流圏エーロゾルの地球的規模での挙動tc関する
研究





















カ号のユーリー ・クーチェフ船長が,海 運省駐 日代表ア








































コ海軍大臣はオレンジジュースしか許さなか っ たの で
す」。
「ふ じ」からは想像 もできない北極点航海の話から,



































ついで,南 極に生息する魚類の主なもの につ き,分
布,量,徊 遊,年齢 と成長,生 殖,初期生活史,擬餌,
成熟,寄生虫,代謝,系 統の11項目の現存の知見が検討












知見の欠落,特 に,分 布,摂餌,生 産に関する情報の不
足が痛感され,そ の研究を優先すべきことが勧 告 され



























































　 　 and　Y,　Suzuki.　 December　1978
JARE　Date　Reports
　 No.　46　(Ionosphere)
　 　 Riometer　records　of　30　MHz　 cosmic　noise
　 　 at　Syowa　Station,　Antarctica　in　1977.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　November　1978
　 No.　47　(Meteorology)
　 　 Meteorological　data　at　Mizuho　Station,




レ 来 訪 着 く
Dr,　M,　D,　Fuller　(フラ ー 博士)
カ リフ ォル ニ や大 学 教授
ソ連 原 子 力 砕 氷 船 アル クチ カ号
ユ ー リー ・クー チ エ フ船 長
レ 見 学 者 く
本 家 政学 会 関 東支 部(50名)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　ternp.)　(。C)
最高気温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　 　 　 　 　　 　 　 　 　
sea　!evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)
(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 humidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max　 wind
　 　 　 speed,　10-rnin・　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)


















































































ない上,危 険を伴 うので,将 来はホーバークラフトや航
空機を利用することが検討されている.
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